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★下北地域県民局地域農林水産部むつ家畜保健衛生所
★むつ地区家畜衛生推進協議会

飼養している家畜に異状が見られた場合には、直ちに獣医師、
または家畜保健衛生所にご連絡ください。

★むつ家畜保健衛生所
〒035-0072
むつ市金谷二丁目１８－２５

電話 : 0175-22-1254
FAX : 0175-22-1259

夜間及び休日の連絡先 : 090-5841-6810

☑ 口蹄疫やアフリカ豚熱等の発生地域への渡航の自粛。

☑ 看板の設置等により、必要のない者が衛生管理区域や畜舎内に

立ち入ること又は不要な物を持ち込むことがないようにする。

☑衛生管理区域もしくは畜舎に立ち入る場合には、手指や物の消

毒、専用の靴の着用等をする。

☑ 病原体侵入の大きな原因となる野生動物の侵入防止対策を徹底

する。

☑ 毎日必ず健康観察し、特定症状が見られた時は、ただちに獣医

師や家保へ通報する。

（豚）

本年７月、栃木県で国内83例目の豚熱(CSF)が発生しました。また、近隣
諸国では口蹄疫(FMD)の発生が複数件報告されたほか、アフリカ豚熱(ASF)
についてはヨーロッパ・アジア地域で発生が拡大しており観光地において
も発生が確認されています。６月から入国制限の緩和がなされ、それに伴い
外国人入国者数の増加が見込まれています。このことから人・モノの移動が
増加することが予想され、国内へのウイルスの侵入リスクがますます高くな
ります。畜産関係者は本病発生地域への渡航は可能な限り自粛してください。



豚熱は特徴的な症状が無く、気がつきにくい疾病です。
異常（発熱、食欲不振、元気消失、うずくまり、便秘に継
ぐ下痢、呼吸器障害等） を発見したら直ちに通報しましょ
う 。

重症例は神経症状（後躯麻痺・運動失調・四肢の激しい
痙攣）下出血による紫斑（耳翼・尾・腹部・内股部）を呈
し死亡。

アフリカ豚熱

豚熱

アフリカ豚熱は病状は多岐に渡り、甚急性、急性、亜急
性、慢性の症状を示す。

甚急性では突然死亡 、急性では発熱（ 40∼42 ℃）、皮
下出血、粘血便、耳翼の紅斑（チアノーゼ）等を呈し、 死
亡率は 100 ％に近い 。

写真出典：岐阜県

肛門からの出血チアノーゼ

写真出典：国立研究開発法人農業食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門



口蹄疫は牛や豚などで発熱や食欲不振に始まり、後に泡
状のよだれを流したり、口、ひづめ、乳房に水疱（水ぶ
くれ）ができるのが特徴です。

口蹄疫

蹄球部皮膚の
びらん、潰瘍 鼻端の水疱 鼻平面の潰瘍 乳房、乳頭の水疱

びらん、痂皮

写真出典：宮崎県

出典：農林水産省HP


